






















視察報告 

中山 諭扶哉 

岐阜名古屋貨物運送（株）「運送の２０２４問題について」 

 

民間の岐阜名古屋貨物運送（株）、辻社長様に運送の２０２４問題について視察を受け入れ

ていただいた。トラック３５台を保有されており、長距離～短距離の運送をされている。２

０２４年問題は長距離が一番影響を受けており、労働時間を減らしたことで、お客さんへの

対応に苦慮している。ドライバーの高齢化、賃金の上昇が喫緊の課題である。行き帰りの荷

姿の問題も大きい。帰りに空車とならないようにするのも大変である。中継をすることで問

題解決となると思うが、大きい会社では可能だが、小さい会社ではそうもいかない。免許の

問題もあり、普通免許で４トン車が乗れなくなった。この部分もドライバー不足になってい

るとのことだった。昔と違って高速道路を使うことが国の指導である。昔のドライバーさん

は自由に働けることが１つの魅力だったが、GPS やタコメーター、休憩時間の指定など相

当なストレスとなっているとのことであった。今後は外国人のドライバーさんも増えてく

ると思うが、現在は様子を見られているとのことであった。燃料の補助や時間制限の改善な

ど、要望していく必要性を強く感じた。 

 

大垣市「かわまちづくりについて」 

 

大垣市は人口１６万人で岐阜第２の都市と本市と似ている。水都大垣と言われ、工業都市と

のことである。急大垣城の堀を活用した水路が市内にあり、これを利用したかわまちづくり

を実施され、かわまち大賞を受賞されることとなったとのことである。H28 年からかわま

ちづくり事象を開始され、水門側の源流に湧水を引き、きれいになったとのことであった。

市庁舎の建設とともに井戸を設け市役所周辺を整備、水辺で乾杯など、活発に事業に取り組

んでおられる。令和５年度からは「水を見る・触れる機会」を増やし、水都を感じられる風

景を創出、「水都大垣」としてのブランド化を図るプロジェクトを始動している。 

研修後に早速かわまちテラスや歩道をご案内いただき、見学・体験させていただいたが、大

変素晴らしいものであった。本市も八代城跡において、まだまだ活用できると可能性を大い

に感じた。八代城跡の古くなった遊歩道などの整備にたいへん参考となると思うので、関係

する職員の皆さんにも見ていただき、本市の施策に反映していただきたいと思う。 

 

近江八幡市「VR 安土城について」 

 

安土城跡は国宝とされたが、このため復元が大変困難となったとのことである。安土城を幻

のまま終わらせたくないと復元に向け様々な施策をされており、この一環として VR を活

用し、気運の醸成やまちづくりに役立てていきたいとのことである。H22 年度から検討・

協議を開始、大学などと研究され、H25 年にアプリをリリースされた。H26 年には高精度

VR やシアターを常設されており、テレビ放映や雑誌掲載につながっている。視聴者数とし



ては年間５万人程度であるが、映像が書籍やテレビで使用されることにより相乗効果を生

み出している。課題としては飽きられないように更新していくことと、周遊の仕掛けづくり

が必要であると認識されている。本事業の説明には、近江八幡市の議長様も加わっていただ

き、熱心に解説や意見交換をしていただいた。この場を借りて感謝したい。本市においても、

八代城復元は超えるべきハードルは大変高いものであるが、「幻のままで終わらせたくない」

と本議員も思う。比較的予算のかからない VR から取り組むことは可能である。八代城復元

に向け、執行部の対応に期待したい。 


